
南紀生物， 57(1）：・ 70,2015 

和歌山県白浜町番所崎に打ち上がったイガイ

（二枚貝綱，イガイ科）の新鮮な死亡個体

久保田 信＊

Shin KUBOTA: Fresh dead individual of Mytilus coruscus GouLD, 1861 (Bivalvia, Mytilidae) 

washed ashore at Banshozaki in Shirahama, Wakayama PrefectureラJapan

はじめに

二枚員類イガイ科に属するイガイ Mytiluscoruscus 

GOULD, 1861は，北海道から九州の潮間帯から水深 20m 

の岩礁に生息する（黒住 2000）。著者は京都大学瀬戸

臨海実験所へ赴任して以来，過去20年余り白浜町の番

所崎や“北浜”および“南浜”で生物の打ち上げ調査を

実施してきたが，今回，死亡したばかりのイガイが初め

て打ち上がったので報告する。

結 果と考 察

イガイの貝殻のみが番所iii奇や“北浜”へごく稀に打ち

上がることはあるが（久保田・小山， 2002.），この区域

では非常に珍しいイガイの死亡個体が， 2014年8月12

日に番所崎洞門のすぐ西側の磯に打‘ち上がっていた。こ

の個体には軟体部が全て残っており，腐臭もせず新鮮で

あった （図1）。その員殻の前後軸長は 63mmで，本種

としてはやや小型であった （図2）。

筆者は約 20年前に，和歌山県田辺湾口に位置する塔

島の先端にある岩礁部の潮間帯で，本種の生体が少数だ

け付着していたのを目撃したが，その後ず、っ とこの海域

の潮間帯のどこにも姿を見せなくなった。それ故， 今回

の本個体の初漂着は特記される。この現象の原因は 2014

年8月9日から 11日にかけての台風 11号がもたらした

激しい波浪により，付近に生息していたイガイが付着基

盤から剥がされて打ち上げられたと推察される。本個体

は95%アルコールで固定して保存した。今後は田辺湾口

付近の潮間帯以深でのこの類の生態調査が望まれる。
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図1,2 和歌山県白浜町番所崎 （洞門の西側の磯）に
打ち上げられたイガイの死亡個体 ［図1（上）

腹面；図2（下）側面］
Fig. 1, 2. Dead individual of Aの；ti/uscoruscus GOULD, 
1861 washed ashore at the Banshozaki (rocky shore 

just west of Domon) in Shirahama, Wakayama 

Prefecture, Japan [Fig. 1 (top) ventral view; Fig. 2 

(bottom) side view] 
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